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(Bryson and MacKerron 2012: 12)
表1．様々な活動における幸福（固定効果回帰モデル）
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を出したのである。個人の瞬間的な幸福にポジティブな影響を与える内容は、以下の
表 1 のなかで上位 4 つの活動内容を要約すると、主に恋愛、芸術、スポーツの 3 つであ
ると言ってよいであろう（ Bryson and MacKerron 2012: 12 ）。これらの活動は、どれ
も一見すると無関係であるように見えるが、それは身体・知覚・感性を中心に据えて
行われる活動であるという点で共通していると言える。彼ら自身はこれらの活動を総




















































（ Interesse ）、享楽（ Genuß ）」を享受したいという需要を満たす場所であり、ヴェー






12 巻』（1994 年、新装復刊版）、北川東子・鈴木直訳, 1999, 『ジンメル・コレクション』ちくま学芸
文庫、大鐘武訳, 1986, 『ジンメル初期社会学論集』恒星社厚生閣、川村二郎訳, 1990, 『ジンメル・エ
ッセイ集』平凡社には掲載されていなかった。またヴェーバーの場合、書籍はもちろん、各種論集の
目次を検討した。阿部行蔵他訳, 1988, 『政治・社会論集』河出書房新社、安藤 英治他訳, 1982『宗教・
社会論集』河出書房新社、中村貞二・山田 高生・林道義・嘉目克彦訳, 1982, 『政治論集〈1〉』みすず
書房、中村貞二・山田高生・脇圭平・嘉目克彦訳『政治論集〈2〉』みすず書房、には掲載されていな
かった。両者の論稿とも各種論文検索サイト（NDL-OPAC 雑誌記事索引, CiNii, 日本社会学会社会学
文献情報データベース, J-STAGE, Google Scholar）で検索したが、該当しなかった。



















まれた 1860 年代前後には、約 50 万人であったベルリンの人口は、両者が近代芸術へ
の論考を書いた 1900 年代初頭ごろには、約 200 万人へと急成長している。
工業化に伴って莫大な人口を抱えることになったベルリンでは、都市を維持運営す
るための技術革新も生じた。そのひとつは、労働者の通勤には不可欠であった交通機



















中世のハンブルクでは、朝 5 時から夜 7 時までの合計 14 時間労働が基本であったが、
この時間のうちには、今日から見ると労働ではない時間、すなわち礼拝、食事、昼寝、














































































































































































































Luisenstädtischer Bildungsverein e.V., 2004, Bevölkerungsentwicklung in Berlin, 
(http://www.luise-berlin.de/stadtentwicklung/texte/4_13_bvoelent.htm, abgerufen am 5.
November 2014).
Bryson, Alex and George MacKerron, 2012, „Are you happy while you work?“, NIESR 
Discussion Paper No. 403.
原克, 2000, 『モノの都市論――20 世紀をつくったテクノロジーの文化誌』大修館書店.
高津秀之, 山之内克子, 蝶野立彦, 2011, 「第３章　変わりゆく都市文化――近世におけ
る余暇の成立と新しい生活様式」若尾祐司・井上茂子編『ドイツ文化史入門――16
世紀から現代まで』昭和堂.
若尾祐司, 2006, 「第 5 章 工業化の進行と社会主義」若尾祐司・井上茂子編『近代ドイ
61
ツの歴史――18 世紀から現代まで』ミネルヴァ書房.
Simmel, Georg, 1890, Über sociale Differenzierung（＝2011，石川晃弘・鈴木春男訳, 『社
会的分化論―社会学的・心理学的研究』中公クラシックス）
Weber, Max, 1915–1919, “Die Wirtschaftsethik der Weltreligionen Konfuzianismus und
Taoismus”, Helwig Schmidt-Glintzer etc. ed., 1989, Max Weber Gesamtausgabe (Band 19), 
Tübingen: J.C.B. Mohr (Paul Siebeck).
――――, 1917,  „Der Sinn der Wertfreiheit der soziologischen und ökonomischen 
Wissenschaften“, Johannes Winckelmann ed., 1985 ,  Gesammelte Aufsätze zur 
Wissenschaftslehre, Tübingen: J.C.B. Mohr (Paul Siebeck).
――――, 1921, „Zur Musiksoziologie“, Christoph Braun and Ludwig Finscher ed., 2004,
Max Weber Gesamtausgabe (Band 14), Tübingen: J.C.B. Mohr (Paul Siebeck).
ソーシャル・ウェルビーイング研究論集第 1 号（ 2015 年 3 月）
